
ようこそ！ 建築・デザイン科へ     

学習内容は建築学が中心！ 

< より高度な建築技術と建築技能の習得を目指そう！！ > 

■はじめに  

建築・デザイン科は平成２０年度より建築科とデザイン科を統合してスタートしました。  

授業は、従来の建築科目を中心とした学習内容としています。したがって、建築・デザイン科全員が在

学中に２級建築施工技術者試験（学科）にチャレンジします。また、卒業後すぐに二級建築士受験、もし

くは木造建築士の受験ができます。合格した場合、実務経験２年で免許登録が可能となりました。 

 

建築・デザイン科で学ぶこと 

・設計する 建物を作る（施工） 計画する 図面を描く 構造を学ぶ    

建築材料を学ぶ デザインする 建築の法律を学ぶ  環境を学ぶ・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史 

明治 31 年建築科の前身である木工科が生徒募集をし、明治 37 年には建築科に改名される。昭和 33 年にはデザイン科

の前身である工芸科が新設され、昭和 43 年にデザイン科に改名された。その後、平成 20年に建築・デザイン科が新設

された。 



【建築・デザイン科で学ぶ専門科目】 

・工業技術基礎（1年） 

     建築や建築意匠（建築のデザイン）に関する基礎的実習として、測量実習、計画実験、透視図法、

色彩および造形基礎などを学びます。 

・建築構造（1年） 

     建築物がどのような材料を用いどのようにして組み立てられるかを学びます。建築の設計や施工を

学習する上で、最も基本的な科目です。 

・情報技術基礎（1年） 

    建築ＣＡＤ、ワード、エクセルを中心に学び、計算技術検定、ワープロ検定とＣＡＤ検定に挑戦し

ます。 

・製図（1、2年） 

      各種建築物の設計図に基づいた木構造、鉄筋コンクリート構造および鋼構造の模写や、与えられた

設計条件に適応する設計方法を学びます。 

・実習（2年） 

    木造実習、鉄骨実習、鉄筋コンクリート実習、材料実験、建築意匠基礎演習などを学びます。 

・建築計画（2年、3年） 

建築の歴史や快適な居住空間を得るためのさまざまな環境要素など。また、各種の用途に適した建

物の設計方法について学びます。 

・建築施工（2年、3年） 

   建築工事の進め方や、施工方法、工事費の見積もりなど、建築生産について学びます。 

・建築構造設計（2年、3年） 

構造物を安全かつ合理的に設計するために必要な理論と知識を学びます。安全な建築物を設計する

ために、不可欠な科目です。 

・建築法規（3年） 

    建築基準法など建築物に関する法律的な制約について学びます。建築関係の仕事や工事に携わる技

術者にとって必要不可欠な教科です。 

・課題研究（3年） 

    建築に係る課題を自分たちで決定し、グループでその解決方法を学習します。 

・建築実習（3年） 

    鉄筋コンクリート実習、建築測量、建築意匠、さらには２級建築施工技術者試験に挑戦します。 

・建築製図（3年） 

    鉄筋コンクリート構造、鋼構造の製図や透視図、模型制作。事務所やマンションの自主設計。さら

に３年間の学習の総まとめとして、全員が卒業設計（自主設計）に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


